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１ 

「この街と生きていく。」これは地域との共存共栄をめざす信用金庫の決意です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

当金庫は、昭和２４年創業以来「地域社会の繁栄に貢献する」という理念のもと皆様から愛され親しまれる信用金庫になるよう歩んで参りました。 
この理念である相互扶助の精神を念頭におき、協同組織の金融機関としての社会的役割を全うすべく邁進してきた結果皆様の温かいご支援に支えられ

現在に至ることが出来たと思っております。 
当金庫が長期的に発展していく為には、信用金庫の原点に立ち返って、地域の皆様からのご支持により、ゆるぎない信頼関係を確立し、地域社会との

共存共栄を図る必要が有ります。 
当金庫は、永年の歴史に裏付けられた地域の皆様からの「信用」を大切にしつつ、時代をリードする「地域の機関」として、従来以上積極的な経営を

目指します。 

信用金庫の独自性を発揮し、経営基盤の強化とともに総合リスク管理を徹底させ、資産内容の充実と自己資本の強化に務め、地域に於ける存在感、信頼感の

ある金融機関として存続するためのテーマとして次の３項目を掲げお客様の信頼と期待にお応えする所存です。 
 
１．公共的使命の重大性を自覚し預金の増強と融資の適正を図る。 
２．常に会員一般取引者並びに役職員の利益を尊重し和協一致基本方針の達成に努める。 
３．創意と改善を怠らず経営の健全と永久の発展を図る。 

経営方針 

経営理念 



２ 

１．ライフサイクルに応じた取引先企業の支援強化 
 

取組方策 具体的取組み策 取組み態勢 進捗状況 

（１）事業再生 ・事業再生で重要なことは、経営者の意識

改革が不可欠である。 

当金庫より経営者の意識改革を促しガバ

ナンスの効果を上げる役割を果たしま

す。 

 

・事業の再生見通しがあり、再生の可能性

が高いと判断された案件については佐賀

県中小企業再生支援協議会等外部機関の

活用を図り支援機能強化を図ります。 

 

・商工会議所、商工会等と連携を密にして

情報提供、経営指導、相談を積極的に行

います。 

・２２年度以降についても再生支援協議会

の活用と連携を図り積極的に取組んで参

ります。 

・平成２２年度に取り組んできました経営

改善支援対象企業１６社の内、６社につ

いては佐賀県再生支援協議会との連携を

図り、事業再生に取り組んで来ました。 

 

・平成２３年度も引き続き５社に対しては 

 佐賀県再生支援協議会と連携して、事業 

 再生に取り組みます。 

（２）創業・新事業支援 ・佐賀県地域産業支援センターが主催する

佐賀県ベンチャー交流ネットワークとの

連携による支援に取組みます。 

 

・営業店窓口における創業・新事業への積

極的支援・相談に取組みます。 

・当金庫は佐賀県ベンチャー交流ネットワ

ークの準会員であり、今後も支援センタ

ーとの連携を図り、支援ニーズの発掘、

推進を図ります。 

・平成２２年度４回開催された、佐賀県 

ベンチャー交流ネットワークの準会員と

して例会に参画し、会員の皆さんとの交

流を図りニーズの発掘に努めました。 

・創業・新事業支援融資として１０先、１

７２百万円の取組み支援を行ないまし

た。 

（３）経営改善支援 ・現在取組んでいる経営改善支援先の改善

進捗状況については、景気の長期低迷等

により進捗状況に課題は残るが、今後も

引き続き佐賀県中小企業再生支援協議会

との連携も含み改善支援を強化します。

・２２年度の対象先は１６先です。対象先

については経営改善の指導、助言を図り

支援機能の強化を図ります。 

・対象先１６社に対して取り組んで来まし

た。年度２回、本部と営業店にて進捗状

況の確認、協議を行い、対象先に対する

指導、助言を行なってきました。 

（４）事業承継 ・当地区においても少子高齢化の進展や廃

業が増加する中での事業承継が大きな問

題となっている。地域の情報ネットワー

クを活用して、その承継に積極的に関わ

っていきます。 

・取引先においても事業承継の問題を抱え

ている所もあり、地区内の情報、業界内

情報を活用して、親族以外への承継も含

めた支援を強化いたします。 

・具体的な取り組み事例は有りません。 

今後も引き続き地区内の情報収集を 

図り、支援を行います。 

 



３ 

２．事業価値を見極める融資をはじめ中小企業に適した資金供給手法の徹底 
 

取組方策 具体的取組み策 取組み態勢 進捗状況 

・目利き能力の向上・人材の育成に努めま

 す。 

・事業計画・教育訓練スケジュールに従い、

各種研修会に職員を積極的に派遣しま

す。 

又、研修報告会を行い関連職員のスキル

アップを図ります。 

・平成２２年度 目利き研修等への派遣 

目利き融資・企業アドバイス講座派遣 

              ３名 

中小企業支援講座派遣    ２名 

 

・平成１６年度より目利き融資講座へ延べ 

３７名派遣しております。 

（１）不動産担保・個人保証

に過度に依存しない

融資の徹底 

・動産・債権譲渡担保融資、ＡＢＬ融資制

度の活用を図ります。 

・信金中央金庫や関係機関よりの研修を受

けて制度への理解を深め、取り組んでま

いります。 

・平成２２年度の実績は有りません。引き

続き相談業務の中で案件収集に努め、 

取組んで参ります。 

・ＣＬＯ、シンジケートローンの取組み。 ・更に情報収集を図り、ケースバイケース

 にて取組みを行います。 

・平成２２年度の実績は有りません。引き 

 続き相談業務の中で案件収集に努め、 

取組んで参ります。 

（２）中小企業に適した資金

供給手法の徹底 

・私募債の取組み。 ・案件収集に努め取り組んでまいります。 ・平成２２年度の実績は有りません。引き 

 続き相談業務の中で案件収集に努め、 

取組んで参ります。 

 



４ 

３．地域の情報集積を活用した持続可能な地域経済への貢献 
 

取組方策 具体的取組み策 取組み態勢 進捗状況 

・営業店窓口、渉外による相談業務の充実

を図ります。 

・資金ニーズや各種相談に対して更にきめ

細やかな対応を図り、相談しやすい対応

に努めます。 

・常に各種相談に丁寧に応じて来ました。 （１）地域の面的再生 

・街づくり等、地域の再生委員会等へ積極

的に参画します。 

・ＴＭＯ（街づくり委員会）等の委員会へ

積極的に参画し、地域金融機関としての

役割を担います。 

・佐賀市が主催する街づくり５０人委員会 

 のメンバーとして、中心市街地の街づく 

 りに参画して来ました。 

・多重債務者問題の解決に努めます。 ・消費者ローン、おまとめローンの申し込

みに際しては、顧客の借り入れ状況より、

多重債務の追い討ちにならないのか充分

に検討を行い相談機能を活かして取組み

ます。 

・平成２２年１２月より、フリーローン（ア

シスト）の取り扱いを開始しました。事

業性資金や旧債返済金としても利用する

ことができ、品揃えの充実を図りました。 

・企業会計の指導を図ります。 ・外部講師による企業会計セミナーや経営

者セミナーを開催します。 

・平成 22 年 11 月に外部講師を招き、経営

者セミナーを開催しました。 

（２）地域活性化につながる

多様なサービスの提供 

・地域に密着した活動を行なっている機関

への支援を行います。 

・ＮＰＯへの支援を引き続き行います。 ・NPO 法人への平成２２年度の実行は有 

 りません。引き続き相談業務の中で案件 

 収集に努め、取組んで参ります。 

・地域金融機関としての使命と役割をもっ

て地域経済の活性化に努めます。 

・行政機関等との連携により企業育成に努

めます。 

・北部九州信用金庫協会の主催にて、２３

年１１月の合同ビジネスマッチングの開

催に向けて準備を進めております。 

 

（３）地域への適切なコミッ

トメント、公共部門の

規律付け 

・顧客満足度の向上に努めます。 ・年１回のアンケートを継続し、ご意見を

経営に反映します。 

・平成２２年度として平成２３年３月に実

施しました。現在分析中で７月中に内容

の検証を行い公表致します。 

 


